
松田山代-ブガ-デン
･∴･･工､ ~: ･十

赤､黄､紫のセージがまっ盛り

70月9日(土)～24日(日)

午前9時～午後4時　期間中無休
･セージの苗をプレゼント　　　毎日先着100名

･ウイスキーの樽を使った鉢づくりと

ガーデニング講習会　予約制100名　3,800円
･ミニコーンの壁飾り　　　　　　　　1,000円

･青木誠一さん(本町出身)の絵画展(子どもの館)

入　館　無　料　　駐車場　500円

※ハーブ館への臨時バスの運行は都合により中止に

なりました｡

問合せ　松田山ハープ館　℡85･1177

すきです!松田　心のふれあい 産業まつり
11月3日(撹)午前10時～午後4時

町営臨時駐車場･ J R御殿場線北口広場周辺

速報第3弾

10月30E](土)午前9時～午後5時　展示･実演

β/日(日)午前9時～午後4時　展示･実演･チャリティー

午前10時～午後4時　芸能発表

◆会　場　町民文化センター

◆展　示　盆栽･書道･華道･水墨画･墨絵･絵画･和紙人形･短歌

俳句･手工芸･ステンシル･編み物･パッチワーク

レザークラフト文化刺しゅう･郷土研究･事業写真

アートフラワー･鎌倉彫･七宝焼　など

◆実　演　茶道･囲碁･手話･紙芝居･点字･ペーパークラフト

◆芸　能

担当　生涯学習課℡83･7021

町民意識調査集計結果2 ･ 3面
●将来へ向けてのまちづくりは? HHH　第1位緑と清流の､豊かな住環境の町30.8%

平成10年度決算概要報告4 ･5 ･ 6面　　足柄上消防組合の統合･広域化　　　　　10面

町職員給与のあらまし　　　　　7面　　スポーツ､図書館､お知らせ　　　　　　11面

介護保険制度　　　　　　　　8･9面　　二科展入選､松中ブラバン､イベント情報12面
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平成11年10月1日
広報　iフf_E'

NQ412 (2)

松田町の将来に向けてのまちづくりは-

堅塊緑と清流の豊かな住環境の町30.1%

堅些劃　医療･福祉の充実した町21.7%

l.まちづくりについて鞄幼顔爾

◆松田町の将来像として考え方に近いものは-

松臣町の将来に向けたまちづくりとして最も多かったの

が､ ｢緑と清流の豊かな住環境の町｣で30.1%でした｡次に

｢医療･福祉の充実した町｣で21.7%という結果でしたo

今後すすめていくべき異体的な施策としては､ ｢生活関連

道路の整備｣や｢老人福祉や介護保険制度の充実｣､ ｢地元

の商業発展｣､ ｢地震等の防炎体制の強化｣等が特に多くあ

げられていました｡

-有効回答率は89.4% -

広報まつだ8月号で周民意識調査の回収率速報結果をお知

らせしましたが､その後､郵送によリ16名の方から調査表が

送付され､最終的にEi]収率90.10/0､有効回答率89.40/oとなり

ました｡

また､松田中学と寄中学の3年生153名にも同じ調査表に

より実施した結果､責重なデータを得ることができました｡

今回は集計結果の速報として､その概要をお知らせします｡

1. ＼
､､_■

2.町の暮らしやすさ

☆対象者　･1世帯につき1名(20歳以上)､全世帯対象
･松田中学と寄中学の3年生全員

☆対象者数　･全世帯調査　4,374名

･中学生調査　163名

☆調査時期　･平成11年5月～7月

☆回収結果　･有効回答者　全世帯調査　3,911名(89.4%)

中学生調査　153名(93.9%)

合　計　　4,064名

◆次の項目の満足度は-
低いぐ　　一　藻琴艶　　　　　高い

0　　　20　　　40　　　60　　　80　　1 00 (%)

通勤･通学等の交通の便利さ

ごみ収集処理

医院･診療所の便利さ

公民館等の地域集会施設の便利さ

河川･水路の整備

自治会やサークルなどの地域活動

幼稚園･学校の教育環境

身近に親しめる公園･緑地

工場･車の振動や騒音

家並み･町並みの美しさ

道路の整備

防犯･風紀

交通安全対策

高齢者の福祉施設

地震･火災などの防災対策

乳幼児の福祉施設

日常の買い物の便利さ

スポーツ施設

子どもの遊び場

町の賑わい

駅前広場や自転車置場の整備

3.女性の生き方と老後の生活

いずれの項目も満足度は概ね｢普通｣でしたが､そ

の中で､ ｢馬尺前広場や自転車置場の整備｣に対する満

足度が低いことがわかります｡

◆松田町への定住意向は-

｢これからもずっと住み続けたい｣ ｢当分は住み続

けたい｣とする方が､全体の73.2%を占めています.

◆女性の社会進出に必要なことは- (上位4位)

4,再雇用制度､育児休業制度の普及　　　　　　　23.5%

◆高齢社会において充実したい施設やサービスは･･･ (上位4位)

4.高齢者が働ける機会の拡大　　　　　　　　　　24.9%

男女平等の世の中において､女性の社会進出機会の拡大に向け､保育所や託児所など子どもを安心して預けられるような施設や
サービスの充実を求める声が最も高く､それに加えて､様々な社会制度の見直しを行うことが求められています｡

また､今後よリー層､高齢社会が進行する中で､様々な老人福祉施設の充実のほか､元気な高齢者の働く機会の拡大が求められて

います｡
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4.土地利用について

広報　jEフf_E'
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◆次の地区における将来の土地利用の基本的な考え方は-

0　　　　20　　　40　　　60　　　80　　100(%) -

松田地区(東名高速以南;市衝地)

松田地区(東名高速以北;松田山)

寄地区

国町の発展と地域振興や生活向上のためにも積極的 
に開発したほうがよい 

因自然との調和を図りながら開発したほうがよい 

田開発よりも保護.保全したほうがよい 

□わからない.その他 

5.施設の運営について

◆施設存続の必要性は-

松田山西平畑公園内施設

子どもの館

自然館

ふるさと鉄道(ミニSL)

ハープがうサン･ハーブ館

｢積極的な開発｣を考えている方は､松白地区の市街地が33.2%

と高い反面､松田山や寄地区は､いずれも10%未満という低い結果

でした｡

また､今後､確保していくことが大切となる用地として､ ｢住宅

用地｣ ｢道路拡幅用地｣ ｢スポーツ施設や文化施設用地｣ ｢商業用地｣

などが､ほぼ同数であげられました｡

◆今後､確保していくことが大切な用地は-

0　　　5　　10　　15　　　20　　　25　　30(%)

住宅用地

道路拡幅用地

スポーツ施設･文化施設用地

商業用地

企業誘致･地元企業育成工業用地

観光･レクリエーション用地

農業用地

わからない･その他･無回答

※複数回答のため､合計は100%を超えています｡

0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　100(%)

自然休養村管理センター

みやま運動広場･テニスコ1･

ふれあい農園

ふれあい動物村･体験実習館

･B要である　　IB要でない　　わからない　無Bl等

松田山西平畑公園内の施設について､約27- 36%の方が｢必要である｣

と考えていますが､ ｢ふるさと鉄道(ミニS L)｣の必要性を疑問視している

方が23.4%ありました｡

また､寄地区の施設の必要性については､ ｢やまびこ館｣が13.3%と低く､

その他の施設は約27%～ 35%の方が｢必要である｣と考えています｡

6.庁舎の建替えと広域行政について

◆庁舎の建替えは-

その他　無回答
4.9%　　　5.8%

やまびこ館

0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　100(%)

l 冤l -､繊1 冤 21.0 

F＼ 凵�ll 

三､36/.き､ �21.5 

】/ �/イlH 

I,:lv,41､二6､､※ 劔22.1 

I＼いNlH 

38.1// 劔21.7 

二｣-/二/llハ 
･芳弘4章… �23.2 

＼lrEl 

必要である＼わからない無回答 
･B要でない

今のままでよい
26.6%

庁舎の建替えについて､ 41.2%の方が､ ｢建替えた方がよい｣と考えています｡また､隣接町や上郡5町との合併問題は､

｢どちらかといえば｣を含め｢合併を進めた方がよい｣と考えている方が48.0%を占めていました｡一方､いずれの質問に

も｢わからない｣という答えが約20%あり､これからの問題については､その必要性やメリット､デメリット等を勘案しな

がら､じっくり考えていく必要があります｡

今回の調査結果は､主な項目のみを掲載しました｡この意識調査で得られた貴重なデータは､さらに解析を加え報告書としてと

りまとめるとともに､今後､総合計画の策定と町政に活かせるよう努めていきます｡

また､今後に予定している地区別懇談会の基礎資料としても活用していきます｡

町民の皆様のご協力に感謝するとともに､引き続き､町政へのご理解とご協力をいただきますよう､お願い申し上げます｡

ー′
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一般会計5か年の決算額の推移
(百万円)

6　　　　　　　　　7　　　　　　　　　8　　　　　　　　　9

依

存

財

使用料及び手数料1.9%
ゴルフ場利用税交付金　･2_l%

自動車取得税交付金　　1.2%

地方譲与税　　　　　　0.9%　繰入金　　　　12%

利子割交付金　　　　　o_4%　財産収入　　　1 1%

交通安全対策特別交付金　01%　分担金及び負担金11%
特別地方消費税交付金　0.0%　寄附金　　　　　02%

(百万円)
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昨年11月1日に開設された新手公田,W南口

○町体育協会補助

○図書館図書購入

○根久保農道災害復旧事業

○河内農道災害復旧事業

○中央農道災害復旧事業

○ハーブガーデン法面災害復旧事業

○文化センターエレベーター修理事業

○村山沢災害復旧事業

○町道7号線災害復旧事業

○町道寄2 - 2号線災害復旧事業

- I

平成10年度の主な事業
○十文字橋補修工事

○町民親水広場整備工事

○新松田駅南口新設工事負担金

○西平畑公園案内板設置工事

○街角景観整備工事

㌔,手持/賄J賛､､U ､､､ ∴　∴､ ∴‥

○防火水槽建設工事

○消火栓工事負担金

○防災用備品購入

○足柄上消防組合負担金

○町消防団運営経費

〇滴匂川町民親水広場災害復旧事業

髪望遠　○西平畑公園ふるさと鉄道災害復旧事
業

○議会運営の経費

○議会広報の発行

､譜†糞､:也,金‥- .‥､ -∴ ㌔:

○町土地開発公社債務返済補助金及び

利子補給

､､､ ､壬≧二-:…慣､ ､‡肇､

○長期債元金及び利子の支払い

○寄小学校校舎耐震補強工事

○松田小学校校舎耐震補強工事実施設

計委託

○松田小学校神社側ネットフェンス等

改修工事

○寄中学校屋内運動場建設工事実施設

計委託

○松田中学校屋内運動場耐震診断委託

○松田中学校生徒用トイレ改修工事
〇第-幼稚園園舎窓改修工事

○第二幼稚園園舎外壁塗装工事

○店屋場公民館調査設計委託

○公共下水道接続工事

○給食費保護者負担軽減補助

○し尿処理委託

○足柄東部清掃組合負担金

○足柄上衛生組合負担金

○合併処理浄化槽設置補助

○庁用車購入

○延命寺橋下資源ゴミ分別作業場整備工

事

○遊歩道整備工事

〇枚田山ハーブガーデン管理運営

○谷戸農道整備工事

○河内農道測量設計委託

○弥勤寺･店屋場地内用水路改修工事

○根石農道補修工事

○町商工振興会運営費補助

○中津川手津茂公衆便所建設工事

○町観光協会補助

○河内住宅建設工事

○生活道路補修工事

○道路照明灯新設工事

○町道寄2号線道路側溝整備工事

○道路後退用地整備事業

○町道19号線拡幅改良工事

総　務　費､　､ ‥､

○町営住宅解体･整地工事

○憩いの家解体･整地工事

○町民文化センター管理運営

○町民文化センター冷却塔設備･冷温

水発生装置修理工事

○道路標示･カーブミラー設置工事

○広報まつだ･おしらせ号の発行

○町税､住民基本台帳､国民年金の電

算業務

○各種統計調査

○健康福祉センター管理運営

○町社会福祉協議会補助

○介護保険準備事業

○敬老会開催､敬老祝金支給

○在宅老人福祉対策

○老人保護措置費

○障害児者地域作業所運営委託

○重度障害者医療費補助

○身障関係措置費

○保育所措置費委託料

○健康診断､予防接種､がん検診等

○花とみどりいっぱい事業

○ごみ処理運搬委託

歳
出

2
 
1
世
紀
を
見
据
え

活
力
あ
る
町
に

●
総
務
費

6
億
8
7
9
2
万
円
で
全
体
の

1
8
･
2
%
を
占
め
､
前
年
度
対
比

2
4
5
8
万
円
(
3
･
7
%
)
　
の

増
加
で
し
た
｡
主
な
内
容
は
'
情

報
化
社
会
に
対
応
し
た
住
民
情
報

シ
ス
テ
ム
の
整
備
'
防
災
対
策
と

し
て
の
備
蓄
品
の
購
入
や
自
治
会

の
補
助
育
成
'
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
整
備
な
ど
を
含
む
各
地

区
の
運
営
経
費
'
姉
妹
町
と
の
交

流
事
業
の
実
施
'
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
各
種
催
し
物
の
開
催
t

O
A
機
器
の
維
持
管
理
な
ど
の
事

務
管
理
経
費
な
ど
で
す
｡

●
民
生
費

5
億
5
5
2
2
万
円
で
全
体
の

1
4
･
7
%
を
占
め
　
前
年
度
対

比
2
億
9
4
3
4
万
円
(
3
4
･
6

%
)
　
の
減
少
で
し
た
｡
こ
れ
は
'

9
年
度
で
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
が
要
因

で
す
｡特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委

託
や
､
国
民
健
康
保
険
及
び
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
で
､

年
々
老
人
福
祉
関
係
費
が
伸
び
て

い
ま
す
｡
今
後
も
高
齢
者
の
増
加

や
'
介
護
保
険
制
度
の
導
入
な
ど

に
よ
る
支
出
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
｡
そ
の
他
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
委
託
'
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
費
等
の
経
費
､
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
管
理
経
費
等
の
き
め
細
や

か
な
福
祉
の
実
現
と
'
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
施
策
の
推
進
に
努
め

ま
し
た
｡

●
衛
生
費

4
億
8
5
1
2
万
円
と
全
体
の

1
2
･
9
%
を
占
め
'
前
年
度
対
比

2
6
9
9
万
円
(
5
･
3
%
)
　
の

減
少
で
し
た
｡
住
民
の
健
康
管
理

や
生
活
環
境
の
整
備
充
実
の
た
め
､

保
健
事
業
面
で
住
民
の
健
康
診
断

事
業
を
は
じ
め
'
介
護
保
険
制
度

導
入
を
ふ
ま
え
地
域
保
健
推
進
事

業
を
行
い
ま
し
た
｡
ま
た
'
生
活

環
境
の
整
備
･
充
実
の
面
か
ら
ゴ

ミ
処
理
･
生
活
排
水
処
理
等
に
加

え
'
増
加
す
る
廃
棄
物
処
理
の
た

め
足
柄
東
部
清
掃
組
合
へ
の
負
担

金
'
町
内
の
環
境
美
化
の
点
か
ら

花
い
っ
ぱ
い
事
業
や
遊
歩
道
を
整

備
し
ま
し
た
｡

●
農
林
水
産
業
費

2
億
2
1
0
0
万
円
で
全
体
の

5
･
9
%
'
前
年
度
対
比
1
億
4

5
7
4
万
円
(
3
9
･
7
%
)
　
の
減

少
で
し
た
｡
こ
れ
は
9
年
度
で
大

規
模
な
農
道
整
備
'
み
や
ま
運
動

広
場
照
明
灯
設
置
工
事
が
終
了
し

た
こ
と
が
要
因
で
す
｡
1
0
年
度
で

は
､
農
道
等
の
整
備
'
農
業
用
水

路
の
改
修
'
ま
た
'
開
成
町
の
あ

じ
さ
い
祭
り
と
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
広
域
的
に
展
開
し
ま

し
た
｡

●
商
工
費

5
9
5
8
万
円
で
全
体
の
1
･

6
%
'
前
年
度
対
比
6
3
万
円
(
1
･

1
%
)
　
の
減
少
で
し
た
｡
広
域
的

な
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
卑

姉
妹
町
で
あ
る
光
町
産
業
ま
つ
り

へ
の
参
加
'
寄
中
津
川
宇
津
茂
公

衆
ト
イ
レ
の
建
設
な
ど
の
観
光
事

業
を
推
進
し
ま
し
た
｡

●
土
木
費

5
億
5
6
3
2
万
円
で
全
体
の

1
4
･
7
%
を
占
め
'
前
年
度
対
比

1
5
6
万
円
(
o
･
3
%
)
　
の
増

加
で
し
た
｡
か
ね
て
よ
り
要
望
の

あ
り
ま
し
た
新
松
田
駅
南
口
改
札

口
の
開
設
'
町
道
等
の
整
備
､
公

園
管
理
'
1
0
年
度
か
ら
2
か
年
計

画
の
河
内
住
宅
建
設
工
事
が
主
な

も
の
で
す
｡
土
木
費
に
は
'
下
水

道
整
備
に
か
か
る
操
出
金
も
含
ん

で
い
ま
す
｡

●
消
防
費

2
億
1
6
9
4
万
円
で
全
体
の

5
･
8
%
'
前
年
度
対
比
2
3
1

9
万
円
(
9
･
7
%
)
　
の
減
少
で

し
た
｡
足
柄
上
消
防
組
合
へ
の
負

担
金
'
松
田
･
寄
に
一
基
ず
つ
設

置
し
た
防
火
水
槽
の
建
設
費
､
消

防
団
の
活
動
経
費
等
が
主
な
も
の

で
す
｡

●
教
育
費

5
億
6
8
5
6
万
円
で
全
体
の

1
5
･
1
%
を
占
め
､
前
年
度
対
比

4
2
0
8
万
円
(
8
･
0
%
)
　
の

増
加
で
し
た
｡
こ
れ
は
寄
小
学
校

校
舎
耐
震
補
強
工
事
や
'
寄
中
学

校
屋
内
運
動
場
建
設
工
事
実
施
設

計
委
託
'
松
田
小
学
校
耐
震
補
強

工
事
実
施
設
計
委
託
が
主
な
も
の

で
す
｡
ま
た
､
社
会
教
育
面
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
町

民
大
学
講
座
や
'
家
庭
教
育
学
級

な
ど
町
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

生
涯
学
習
･
社
会
体
育
の
拡
充
や
､

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
｡

●
災
害
復
旧
費

2
2
1
6
万
円
で
全
体
の
o
･

6
%
で
し
た
｡
こ
れ
は
昨
年
8
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
の
大
雨
や
台

風
5
号
の
影
響
で
'
農
道
法
面
の

崩
壊
や
ふ
る
さ
と
鉄
道
の
土
砂
崩

れ
等
の
災
害
復
旧
に
要
し
た
も
の

で
す
｡

●
議
会
費

1
億
3
0
1
5
万
円
で
全
体
の

3
･
4
%
､
前
年
度
対
比
4
7
万
円

(
o
･
4
%
)
の
減
少
で
し
書

●
公
債
費

2
億
1
4
8
万
円
で
全
体
の

5
･
3
%
､
前
年
度
対
比
2
2
0

0
万
円
(
1
2
･
3
%
)
　
の
増
加
で

し
た
｡
こ
の
要
因
は
､
以
前
か
ら

の
借
り
入
れ
金
に
対
す
る
繰
上
償

還
や
､
元
利
償
還
を
開
始
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
｡
新
規
借
り

入
れ
を
極
力
抑
制
す
る
と
と
も
に
､

国
の
交
付
税
制
度
を
活
用
し
'
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
｡

担
当
企
画
財
政
課

℡
8
3
･
1
2
2
2
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平成10年度特別会計決算

､竺警漠享〒朝竺_ _ _

国保被保険者の医療費( 1人当たり)

空喜≡老人保健□退職被保険者控-般被保険者 

646,248646,370653,227 

弱き∵は} ��…*W ∵●∨惑託∵ �������ﾂ�ｽ�����ﾊｲ�+���� 

586,456 劔劔�?�O｢� 剏|≡泣 iiqぷ…;fl S-;琵 ぎ藁還 送…小 謡蓬 1…張那 ㌍≡;ミ ∵ 

567,6 �2���ｲ�9 �� ��剳2���� � 剪�

藍器小 宗旨} i3喜投 謡.≡三 ++; 鷲V � 劍ｼ��8ｮﾒ�ﾇ�钁ぴﾒ��｢�ﾇw�ﾒ�7ｹ�R�wﾔVt｢�����偖ﾂ�� 

330,817 155,720 剴#ッﾃccR�劔 �-}賀 278,766 剴#srﾃsSr�

270.221 158,368 舒ﾘ�8ﾇr�X�ﾈ-�*���dｨｶ�f憧�vﾈﾇx�2�Oｩ��b�X�fe2�161,422 畑-�+R���c津田��

225 �'ｨ來�剪�

悪妻 剪ｲ�x袙崎����6･9��B�Fｸ�i����151 剋ﾆ宴, 粥 浮袋 ま 劔儷ﾈ堋�

6　　　　　　7　　　　　　8　　　　　　9　　　　　10年度

…L架J 

給水人口 ���ﾃS���ﾂ�

年間給水量 ��ﾃss��vﾓ2�

1日1人当たり最大給水量 鉄ピ"�

1m3当たりの供給単価 塔���

上水道送.配水管の総延長 �3rﾃ�c&ﾒ�

10年度の新設.布設替配水管延長 都s6ﾒ�

平成11年10月1日

国民健康保険診療所事業特別会計

1億2.366_73113　　　.I畏揖､ ㌔ 8.722万円

老人保健特別会計

円､　　歳出　9億1.4777

萱沼簡易水道事業特別会計

1.1

虫沢簡易水道事業特別会計

t70_万Fq　　､　歳出　470万円

寄中央簡易水道事業特別会計

下水道使用可能人口 湯ﾃ�c��ﾂ�

年間処理量(有収水量) 涛�"ﾃ塔�ﾓ2�

下水道全体計画面積 �##"繙���

下水道整備済面積 ��S2纐���

一般会計特別会計 

区分 侏ｸﾝﾘﾘ"� 仞iZ｢�現在高 ��"�町芸 債Ao の雲 現霊 窒 l司 ��

総務債 度壞Rﾃs的iﾈ冷�
上水道事業会計 �(壞rﾃ33Yiﾈ冷�

土_木債 滴壞BﾃccIiﾈ冷�

寄中央簡易水道事業特別会計. 售Bﾃc#�iﾈ冷�
農林水産業債 �(壞津c��iﾈ冷�

教育債 �(壞bﾃ�c冓ﾈ冷��ｩ�Y;倬hｼi<�¥ｨ檍ﾇb�31億2,549万円. 

民生債 �(壞"ﾃcC�iﾈ冷�町債:建物の建設や下水道の整備などの大きな事業には､一時的 に多額の費用が必要となるため､町俵という債券を発行し 国や県､銀行などから事業費を借り入れます○ 

一般会計合計 ���ﾓづ鼎永ﾈ冷�

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
重
計

平
成
1
0
年
度
に
'
桧
田
町
の
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
病
気
や

け
が
を
し
た
時
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
総
額
は
'
1
3
億
6
4
9
2
万

円
で
､
被
保
険
者
一
人
当
た
り
3

万
5
6
6
0
円
と
な
り
ま
す
｡
こ

の
額
は
前
年
度
対
比
3
･
6
%
の

伸
び
で
す
｡

国
民
健
康
保
険
は
'
み
な
さ
ん

の
納
め
る
保
険
税
'
国
庫
金
'
町

繰
入
金
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
｡

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
と

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
､
国
民
健

康
保
険
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
よ

う
､
医
療
費
の
節
減
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
｡

棚
　
宅
人
保
健
特
別
会
計

7
0
歳
以
上
(
寝
た
き
り
の
人
は

6
 
5
歳
以
上
)
　
の
医
療
費
は
'
老
人

9
　
　
保
健
法
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
｡
こ
の
財
源
は
'
各
種
健
康
保

険
の
拠
出
金
と
国
'
県
､
町
の
負

担
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
｡

平
成
9
年
度
の
医
療
費
は
'
9

億
7
7
5
7
万
円
で
一
人
当
た
り

に
す
る
と
6
5
万
4
7
6
9
円
と
な

り
'
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
｡

1
6
1
7
万
円
の
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
が
'
こ
れ
は
各
種
健

康
保
険
の
拠
出
金
と
国
庫
負
担
金

の
精
算
分
が
翌
年
度
交
付
と
な
る

た
め
で
す
｡
そ
の
た
め
同
額
を
翌

年
度
の
歳
入
か
ら
繰
上
げ
充
用
し

ま
し
た
｡

高
齢
者
の
医
療
費
の
増
加
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
｡
普
段
か
ら
健
康

づ
-
り
や
上
手
な
受
診
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
｡

)
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平成11年10月1日

町職員給与･職員数の概要
町職員の給与･職員数などを町民の皆さんに知っていただくため､平成11年4月1日現在の概要をお知らせします｡

勤務した実績に応
じて支給されるもの

最 仂��勤 仂�� 

ー笥 調�6H+R�続 曝68+b�

皮 額 佻��午 佻�� 

60 鼎r�33 �#�� 

0 迭�75 ��� 

月 佇��月 佇��

分 兒｢�分 兒｢�

62 田"�44 �#�� 

7 途�55 月 唐� 

7 ��

分 兒｢�分 迭�ﾈ��Z｢�

【給与の支給状況】

蟹 �+ｲ�,ﾂ�配 偶 ��Wﾒ��ﾉwｲ�(配 僭｢� 
･L 期 ��ﾂ�者 の �?ｩ���1偶 杢煮 仭B� 

間 に �,ﾂ�(��しヽ な しヽ �,ﾉ�����,R�に以 つ外 倆"� 

あ ����仍�,��きの 

る ��R�_ｸ耳爾�響 �,�*"�)扶 � 

千 1 ����局 の �,iG｢�ｿB�義 ~親 � 

1 �� 俯����

に ��ﾂ�秦 �/��.の � 

対 �,��親 族 の つ ち 冲ﾂ�つ 剽ｾ 

す �,"��+r�ち 

る 加 �*ｲ��.���｢�2 人 � 

算 �1 凩��ま 剳ﾚ慧L 

宿 剞l �,ﾂ�で � 

5 I ���"���1 1 ■ 澱���5 I ���b�:31号3jLP 姦〃窒-衰菱 

0 ���5 迭�5 白���

0 ���0 ���0 ��� 

0 偵��0 ���0 ���

円 ���円 ���円 ��� 

人件費(一般会計決算) 劔 

-区分 僥冩8ﾎ�ﾈﾜ��舒x����辟i?ﾈｬyN��$�2ﾈｼ�ｦﾂ稲�ﾄ駮B�� �� ��

10年度 中ﾆ�32ﾂ�33#�6e%薑B姪2ﾃss�ﾃ盈�励#s�#SH玲ﾃ��c�3E&ﾃ3�齋ﾃ#srV亶ﾂ�勍.LS' �� 

※1人件費に峠､特別職に支給される給料､報酬などを含みますo 劔 

2 們���辷,h,ﾚHﾜ�?ﾈﾜ頽�,ﾈﾛx+X処*ｸｧｨ*�.yx)D�7�,儺ｹwh,h,�.俥�ﾋ�/�ﾛx+X処*(+ﾘｧ､�75�uR粭り6rﾃｩ/唏���� � 

人件草 儉ｨ檍ﾇi9h�uﾈ蠅���� �� ��

区森 ��X什�Hｸｹu餒�､��9h+ﾘ.�8耳耳����爾�� A-給料t職甲当l期末勤勉手当計l計B薄口BラA# 陳ﾓ�+ﾃE�� 

11年度 售#%���Cf津3�xﾖ$c��"ﾃ佑8励�#3Rﾉm�玲ﾃ���ﾃ�s(励bﾃff�篳ｨXv���� �� 陳ﾒ粐网｢r罐､蔦ﾒﾒﾒﾓ｢��｢�

月額及び平均年齢-般行政耳 
h-■■--I-■-■■■■■■■■■-llllllllllllllllllllllllllllll■-■■■-llll■ 剪� �� ��
区‥分平均給料平均年齢区分松田町国 

一般行政職334,503円41歳5月大学卒174,200円174,200円 

技能労務職229,479円40歳2月高校卒141,700円141,700円 

ラスパイレス指数の推移 剪�

103-'1(.2'29.,2内の数割完:29.,3/W371(0;.,?村中の順位些讐一分1.年度11年度増減数 一般行政(議会､庶務､企画等)80人81人1人 102(30)特別行政(教育委員会).-42人40人△2人 (29)101ー2公営企業等(上下水道､国保等)11人11人0人 101101.41(0300.)9合計133人132人△1人 

Ebl一般行政職の経験年数別給料月額 
S3931区分経験10年経験15年経験20年 

99左三一三書芸またq:度大学卒268,900円312,700円352,300円 剪�

※ラスパイレス指数とは､給与水準を計る物差しとなる高校卒202,900円258,900円312,700円 

もので､国家公務員を100として算出したものですo 

職務の級別職員数

区分 �ｩLｨﾗ9�ﾙ�Y9��劔劍�8蹌�技能 労務職 俘xﾇb�
1級 �(ｸ池�3級 滴ｸ��5級 塗ｸ��7級 嶋ｸ��

標準的な 職務内容 偃X駟^"�ｵｨ蹣^"�主事 技師 偃YD8皦饕�益D8ｵｨ蹌�主査 兀ｸ皦ｫ"�主幹 �ｹ+r��ｩD8皦ｫ"�部長 

職員数 的�ﾂ�13人 ��)�ﾂ�33人 �#i�ﾂ�8人 ��I�ﾂ�3人 ���ﾂ�18人 ��3)�ﾂ�

構成比 �2��R�9.8% 湯��R�25.0% ��偵rR�6.1% ���綯R�2.3% ��繧R�13.6% ����R�

※ 1職員数とは､松田町の給与条例に基づく行政職の給料表の級区分による人数です｡

2　標準的な職務内容とは､それぞれの級に該当する代表的な職名です｡

拒甜脚囲軸脚顕h;1囲Eu蜘(10年度実績)

区_分 佇隗｢� 仞iZ｢�年間 

袷 料 �*ﾉ+r�820,000円 弍｢�ib����9b�町長 偵R�#�ﾈ饂｢�

助役 田S津���冷�傚Yo��

収入役 田�"ﾃ���冷�假ｹ?ﾉo��

報 酬 亳9+r�360,000円 刹c長 釘繝�ﾈ饂｢�

副議長 �#��ﾃ���冷�兀ｸｧi+r�

議員 �#c�ﾃ���礼��亳8蹴�

農 莱 香 負 仞iZ｢�年額 

会長 �#S�ﾃ���冷�

委員 �#�Bﾃ���冷�

※
支
給
率
は
'
県
内
3
市
1
 
7
町
-
村
8
一
部
事
務
組
合

で
構
成
す
る
退
職
手
当
組
合
の
条
例
に
よ
-
ま
す
｡

そ

　

　

の

　

　

他

日
直
手
当
な
ど

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
相
当
す
る
手
当

年
間
5
･
2
 
5
月
分
(
1
 
0
年
度
)

簡
且
危
険
･
困
難
･
健
康
に
よ
-
な
い
業
務
な
ど
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
時
に
支
給
さ
れ
る
手
当

管
理
職
の
職
責
に
応
じ
て
給
料
の
1
 
0
-
1
 
6
%
を
支
給

職
種
や
職
務
に
応
じ
た
給
料
表
に
定
め
る
額

給
料
･
扶
養
手
当
･
管
理
職
手
当
の
合
計
額
の
1
 
0
%

【
給
与
の
種
類
】
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朝から要介護認定帽削スタート
地区別　要介護認定申請受付表

月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��

自 �*ﾈ壺�6区 ��(ｾb�中里 �(h�"�店屋場 度ｾb�13区 ��伜"�土佐~原 
Iム ′l:コ ���"�8区 �*�,�/��"�伸町屋 �i,9l��

会 �(8壺�9区 刳桴ﾀ ��X鮑ｷｹ&��

河内 ���ｾb�冢ﾘｼ韜ｲ�虫沢田代 

区 �(hｭｲ�Xｾb�沢尻 劔9(,ﾉ�"�

浸麗喪篭整警 /n器琵ぺ､ �� 板)V�ｸ蓼��｣ｹe�鈔�

畳要展望琵書重器要撃璽淫璽∵済-5宍 '毒滴濡室霧 �#YZｨ決�:H-ﾈ+ﾘ,ﾘｴ�Eﾈﾅ��ｲ�9�,���Zｨ決�2�残された身体機能を戻持.向上､失われ た能力を取り戻す支援が必要 亢�Eﾈﾅ��ｸ,ﾉTｹwi�ｸ,��+g憂H�(��,ﾉ?ｨｴ�.�,Xﾗ8*H5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��

㍍｡.蕊.玩 

詣認諾憲h--盗品惑∵ら 賀蔓還課<∵還∵賢 �3�Zｨ決�3S�Zｩj)i��歩行不安定､排せつや入i谷に一部介助が 必要 冑�?ｨ7ｨ�ｸ8�7x8ｸ7��ｸ,�,x巉.x*�,ﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��

喜垂≡養家空挺- 姦㍍J済稽窮∵妻帯 鉄�Zｨ決�3s�Zｩj)i��歩行ができない､排せつや入浴に介助が 必要 偖C8��,ﾉ?ｨｴ�.�,Xﾗ8*H5H�ｸ7(5�/�ｭﾈ-ⅹh�?ｨ巉.x*�,ﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��

整拳等.-Y~沼 V獲讃賀盛∵済∵ 都�Zｨ決�3��Zｩj)i��排せつや入浴に衣服着脱に全面介助が必 要 唳n亊I��*�,ﾈ7ｨ�ｸ8�7x8ｸ7��ｸ/�ｭﾈ-ⅳ�?｣(��,ﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��X�9|8,ﾉTｹwi7�*ｨﾘ(*(�ｨﾘx,唏�8��,ﾉdｹn(ｬXﾎﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��Y'9_�,ﾈ�ｨﾘzH�H��,ﾉ?ｨｴ�.�,Y,ｨ*H5H�ｸ7(5�/�ｭﾈ-ⅹh�?ｨ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��

⊇沢 ∵訟gSや ･況㌻;if:沼 '整;. ∵Si;;器ieJA● 涛�Zｨ決�3���Zｩj)i��歩行ができない､排せつや入浴など全面 介助が必要､痴呆の排桐行動 唳n亊I��*�,ﾈ���dｹn(櫁ﾎﾈ/�ｭﾈ-ⅳ�?｣"ﾓ8��,ﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��X�9|8,ﾉTｹwi7�*ｨﾘ(*(�ｨﾘx,唏�8��,ﾉdｹn(ｬXﾎﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��Y'9_�,ﾈ�ｨﾘzH�X��,ﾉ?ｨｴ�.�,Y,ｨ*H5H�ｸ7(5�/�ｭﾈ-ⅹh�?ｨ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��

濫発深濫望J.-- 肇∵洲.瓢饗nd州 ����Zｨ決�2�生活全般に全面的な介助が必要 唳n亊I��*�,ﾈ7ｨ�ｸ8�7x8ｸ7��ｸ/�ｭﾈ-ⅳ�?｣2ﾓH��,ﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��X�9|8,ﾉTｹwi7�*ｨﾘ(*(�ｨﾘx,唏�8��,ﾉdｹn(ｬXﾎﾈ5H�ｸ7(5�*ｩy駅�,X*ｸ.��

※基準時間とは､厚生大臣の定める方法により推計される､ 1日あたりの介護に必要な時間です｡

申請からサービスの開始まで

認
定
申
請

1
0
月
1
日
か
ら
始
ま
る
要
介
護

認
定
申
請
は
､
介
護
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
が
､
平
成
1
2
年
4
月
か

ら
の
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
際
に
'
事
前
に
町
か
ら
認
定

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
申
請
で

す
｡

要
介
護
認
定
申
請
に
つ
い
て
､

町
民
の
皆
さ
ん
が
1
斉
に
申
請
さ

れ
ま
す
と
､
全
て
の
申
請
に
つ
い

て
認
定
審
査
会
で
の
審
査
が
で
き

ま
せ
ん
｡
申
請
受
付
に
つ
い
て
'

お
住
ま
い
の
自
治
会
･
区
ご
と
に

申
請
を
し
て
い
た
だ
-
月
を
左
の

表
の
と
お
り
指
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
'
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
｡

た
だ
し
'
こ
の
指
定
月
以
外
の

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
'
町

民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

認
定
申
請
は
'
役
場
町
民
福
祉
課

と
寄
出
張
所
の
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
｡
申
請
者
は
本
人
､
あ
る
い

は
家
族
等
の
代
理
人
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
｡
申
請
の
際
に
は
､
医
療

保
険
の
保
険
証
､
か
か
り
つ
け
の

病
院
の
診
察
券
､
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
｡

要
介
護
の
判
定
に
は
､
主
治
医

の
意
見
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
｡

申
請
の
際
'
本
人
の
主
治
医
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
'

複
数
の
病
院
や
医
院
に
か
か
っ
て

い
る
場
合
､
ど
の
医
師
が
主
治
医

で
あ
る
か
決
め
て
お
い
て
-
だ
さ

ヽ

　

0

>

主
治
医
が
い
な
い
場
合
で
も
'

町
の
指
定
す
る
医
療
機
関
(
指
定

医
)
　
で
診
断
等
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
､
認
定
審
査
に
必

要
な
意
見
書
を
作
成
し
'
申
請
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

訪
問
調
査

認
定
申
請
を
さ
れ
ま
す
と
'
認

定
審
査
に
必
要
な
本
人
の
心
身
の

状
態
な
ど
を
訪
問
し
て
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
｡

町
で
は
'
こ
の
調
査
を
大
井
町

に
あ
る
広
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
行
い
ま
す
｡

町
職
員
'
ま
た
は
広
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
調
査
員
か
ら
の
連
絡
に

よ
り
､
調
査
日
等
の
日
程
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

認
定
審
査
の
結
果

に
つ
い
て

申
請
の
結
果
に
つ
い
て
'
要
支

援
お
よ
び
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た

方
'
ま
た
は
自
立
と
認
定
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
'
原
則
と
し
て
申
請

を
受
け
た
日
か
ら
3
0
日
以
内
に
町

か
ら
本
人
に
結
果
を
郵
送
で
通
知

し
ま
す
｡

要
介
護
の
判
定
は
'
ど
の
く
ら

い
介
護
時
間
が
必
要
か
､
必
要
度

に
応
じ
て
6
段
階
の
要
介
護
度
に

分
け
て
判
定
し
た
も
の
で
す
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
要
介
護
度
に
応
じ
'

下
の
表
(
要
介
護
状
態
区
分
)
　
に

よ
る
基
準
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
｡

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

要
支
援
､
要
介
護
と
認
定
さ
れ

た
方
は
､
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
に
ケ
ア
プ

ラ
ン
　
(
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
)
を
作

成
し
ま
す
｡

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
､

居
宅
介
護
支
援
事

業
者
(
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
事
業
者
)

を
選
び
'
サ
ー
ビ

ス
利
用
限
度
額
の

範
囲
内
で
介
護
支

援
専
門
員
(
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
)
と

相
談
し
て
心
身
の

状
態
t
L
家
庭
の
状

況
等
に
適
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
選
び

作
成
し
ま
す
｡

ま
た
'
こ
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
'
自
分
で
作

成
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
｡

1
0
月
以
降
に
要

支
援
'
要
介
護
の

認
定
を
受
け
た
方

に
つ
い
て
'
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
開
始

時
期
は
､
平
成
1
2

年
1
月
以
降
に
な

る
予
定
で
す
｡

介
護
保
険

の
相
談

ケ
ア
プ
ラ
ン
や

要
介
護
認
定
に
つ

い
て
'
町
の
町
民

福
祉
課
や
大
井
町

に
あ
る
広
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
(
℡
8
2
･
2

2
9
4
)
　
で
も
相

談
で
き
ま
す
の
で
'

お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
｡
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介護保険のしくみ

(9) No412

保険料の算定基準

世帯が住民税非課税の老齢福祉年金受給者､生活保護受給者 舒顏�ｧｨ���絣�
迅 ��)��*ｨ�j��YO�攣�R�基準額×0.75 

萱…妻…彰蓮…ぎ盗≡ミ至芸渓長張≡…≡班喜怒怒. 冏ｹ�ﾈ*ｨ�j��YO�攣�R�基準額 

住民税本人課税で年間所得が250万円未満.Y 舒顏�ｧｨ����#R�

住民蝉本人課税で年間所得が250万円以上 舒顏�ｧｨ���絣�

サービス利用限度額表
く居宅サービス)

適所介護週2回 澱紵iﾈ冷���

訪問介護週3回訪問看護過1回 ��r��iﾈ冷���
適所介護週2回短期入所6か月に2週 
福祉用具貸与車イス 

訪問介護週3回訪問看護週1回 �#���iﾈ冷���
通所介護週3回短期入所6か月に2週- 
福祉用具貸与車イス 

訪問介護週2回+巡回週7回 �#r紵iﾈ冷���

訪問看護週1回~適所介護週3回 
･短期入所6か月に3週 

福祉用兵貸与車イス､特殊寝台､マットレス 

訪問介護週6回+巡回週7回 �3��9iﾈ冷���

訪問看護週2回通所介護週1回 
短期入所6か月に3週 
福祉用具貸与車イス､特殊寝台､マ■ツトレス等 

訪問介護週5回+巡回週14回 �3b繪iﾈ冷���

訪問看護週2回適所介護週■1回 
短期入所6か月に6週 
福祉用具貸与特殊寝台､マットレス､エアーパッド 

く施設サービス)

特別養護老人ホーム �3"綺iﾈ冷���

老人保健施設 �3R紵iﾈ冷���

療養型病床群(老人専門介護型病院) 鼎2��iﾈ冷���

介護サービス情報 

介護サービスの情報は､最新の情報を効果的に 
提供するためインターネットでも提供されていますo 

圏圏! 
指定事業者の情報サービス事業者の情報 

UIUl 
介護サー豆ス情報提供システム 

(かながわ福祉情報コミュニティ) 
ホームページアドレス 

h仕p://諭W.rakuraku.or.jp 

く与 

一十. 

利由提義諾諾題 
提案.苦情l指定介護支援事業者lL 

(ケアプラン作成) 

保

　

険

　

料

介
護
保
険
の
保
険
料
は
所
得
等

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
'
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
量
(
提
供
さ
れ
る
サ
｣
ビ

ス
の
総
量
)
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
｡

本
町
の
介
護
保
険
料
を
決
め
る

た
め
に
は
､
国
で
決
め
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
額

や
町
の
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
等
が
決

ま
っ
た
段
階
で
'
町
ご
と
の
介
護

保
険
料
が
決
ま
り
ま
す
｡

保
険
料
に
つ
い
て
は
'
本
町
で

は
'
平
成
1
2
年
3
月
ご
ろ
確
定
し

ま
す
｡介

護
保
険
の
保
険
料
は
､
4
0
歳

以
上
6
4
歳
ま
で
の
方
と
6
5
歳
以
上

の
方
で
は
保
険
料
の
額
と
納
め
る

方
法
が
異
な
り
ま
す
｡

｢
〕

6
5
歳
以
上
の
方

(
第
1
号
被
保
険
者
)

所
得
に
よ
り
'
上
の
保
険
料
の

算
定
基
準
の
表
の
よ
う
に
5
段
階

に
分
け
ら
れ
ま
す
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
額
は
基
準

額
に
段
階
別
の
倍
率
を
か
け
て
算

出
さ
れ
ま
す
｡

年
金
が
月
額
1
万
5
千
円
(
午

額
1
8
万
円
)
以
上
の
方
は
'
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
｡

年
金
が
月
額
1
万
5
千
円
(
午

額
1
8
万
円
)
　
に
満
た
な
い
方
は
'

口
座
振
替
等
に
よ
っ
て
町
に
個
別

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

4
0
歳
以
上

6
4
歳
ま
で
の
方

(
第
2
号
被
保
険
者
)

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
(
国

民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
)
　
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
｡

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

居
住
し
て
い
る
市
町
村
ご
と
に

決
め
ら
れ
'
所
得
や
資
産
な
ど
に

応
じ
て
計
算
さ
れ
､
半
分
は
国
の

負
担
と
な
り
ま
す
｡

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と
し

て
納
め
ま
す
｡

社
会
保
険
(
健
康
保
険
組
合
等
)
に

加
入
し
て
い
る
方

給
料
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
､
半

分
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
｡

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
扶
養

さ
れ
て
い
る
4
0
歳
以
上
6
4
歳
ま
で

の
方
は
､
新
た
に
保
険
料
を
納
め

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
｡
医
療
保

険
の
保
険
料
と
一
括
し
て
納
め
ま

す
｡

担
当
　
町
民
福
祉
課

℡
8
3
･
1
2
2
5
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平成11年10月1日

足柄消防組合本部･西消防署となる南足柄市消防本部

東消防署となる足柄上消防組合消防本部

統合後の消防本部･本署･分署の位置

統合により共有になる南足柄市消防のはしご車
はしごの長さは30 mで､?階建ての建物にも対応できます｡

0日H214(
u
N

足
柄
上
消
防
組
合
と
南
足
柄
市
消
防
が
統
合

足
柄
消
防
組
合
発
足
へ

消
防
や
救
急
業
務
は
年
々
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
｡
消

防
組
織
を
広
域
化
す
る
こ
と
で
住
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

る
た
め
､
足
柄
上
郡
-
町
(
中
井
町
･
大
井
町
･
松
田
町
･

山
北
町
･
開
成
町
)
と
南
足
柄
市
の
首
長
や
議
員
な
ど
で
組

織
す
る
｢
足
柄
上
地
区
広
域
行
政
協
議
会
｣
の
な
か
で
検
討

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
｡

9
月
に
開
催
さ
れ
た
各
市
町
議
会
で
､
足
柄
上
消
防
組
合

と
南
足
柄
市
消
防
の
統
合
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
'
平
成
1
 
2
年

4
月
1
日
か
ら
足
柄
消
防
組
合
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
｡

新
し
い
消
防
本
部

と
管
轄
区
域

統
合
後
の
消
防
本
部
は
'
南
足

柄
市
の
現
在
の
消
防
本
部
に
置
か

れ
ま
す
｡
足
柄
上
消
防
組
合
消
防

署
は
東
消
防
署
と
な
り
'
南
足
柄

市
の
消
防
署
が
西
消
防
署
と
な
り

ま
す
｡
東
消
防
署
に
は
中
井
分
署

と
山
北
分
署
が
'
ま
た
西
分
署
に

は
岡
本
分
署
が
そ
れ
ぞ
れ
従
来
ど

お
り
置
か
れ
ま
す
｡

各
消
防
署
と
分
署
の
管
轄
区
域

と
受
持
ち
区
域
も
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
'
火
災
の
際

に
出
動
す
る
消
防
車
は
'
現
在
よ

り
1
台
増
え
る
計
画
に
な
っ
て
い

ま
す
｡
救
急
車
の
出
動
基
準
は
現

在
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
'
受
持
ち

*

区
域
外
の
高
規
格
救
急
車
の
出
動

に
つ
い
て
は
'
よ
り
柔
軟
性
を

持
っ
た
対
応
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
o

な
お
､
消
防
団
に
関
す
る
事
務

は
'
従
来
ど
お
り
各
市
町
が
行
い

ま
す
｡
ま
た
'
訓
練
な
ど
も
従
来

ど
お
り
消
防
署
が
指
導
し
ま
す
｡

*
医
師
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
救
急

活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
救
急

救
命
士
が
同
乗
し
､
患
者
監
視
装

置
ー
気
道
確
保
用
機
材
､
心
電
図

伝
送
装
置
な
ど
の
装
備
を
し
た
救

急
車

統
合
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト

･
消
防
本
部
が
1
つ
に
な
る
こ
と

で
本
部
職
員
が
減
員
さ
れ
'
そ

の
職
員
を
災
害
の
対
応
に
あ
た

る
消
防
署
に
振
り
分
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
｡

･
消
防
力
を
結
集
L
t
災
害
時
に

ょ
り
多
-
の
人
員
と
機
材
を
投

入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡
特

に
火
災
時
の
消
防
車
の
出
動
は
'

現
行
の
2
台
の
基
準
が
3
台
に

な
り
ま
す
｡

･
広
域
的
な
災
害
で
は
指
揮
命
令

系
統
が
一
本
化
さ
れ
'
円
滑
な

災
害
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
｡

･
足
柄
上
消
防
組
合
の
最
新
の
消

防
指
令
シ
ス
テ
ム
と
､
南
足
柄

市
消
防
の
は
し
ご
車
が
共
有
と

な
る
こ
と
で
､
大
幅
な
経
費
節

減
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

･
将
来
の
消
防
庁
舎
建
設
に
あ
り
'

そ
れ
ぞ
れ
が
建
設
す
る
よ
り
大

幅
な
経
費
節
減
が
出
来
ま
す
｡

･
組
織
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
､
人
事
交
流
が
促
進
さ
れ
､

職
員
の
士
気
の
高
ま
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
｡

担
当
庶
務
課
℡
8
3
･
1
2
2
1

)

昭
和
4
6
年
8
月

4
 
7
年
4
月

平
成
6
年
2
月

8
年
3
月

足
柄
上
消
防
組
合
発
足

南
足
柄
市
消
防
発
足

足
柄
上
地
区
広
域
行
政
協
議
会
で
'
消
防
広
域
化
の

検
討
始
ま
る

足
柄
上
消
防
組
合
と
南
足
柄
市
消
防
が
､
消
防
庁
か

ら
全
国
の
小
規
模
消
防
の
再
編
を
目
的
と
す
る
モ
デ

ル
広
域
消
防
の
指
定
を
受
け
る

両
消
防
で
は
､
住
民
､
消
防
団
員
'
議
員
等
で
構
成

す
る
消
防
広
域
化
検
討
委
員
会
を
組
織

9
年
1
0
月
　
同
検
討
委
員
会
に
諮
問
し
て
い
た
'
広
域
化
後
の
組

織
､
職
員
の
処
遇
､
消
防
施
設
､
消
防
団
､
財
政
計

画
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ
れ
る

1
 
1
年
7
月
　
こ
の
答
申
を
受
け
'
同
協
議
会
で
は
統
合
に
向
け
'

県
･
市
･
町
の
職
員
と
消
防
署
員
で
組
織
す
る
消
防

広
域
化
実
施
計
画
策
定
委
員
会
を
発
足
し
､
実
施
計

画
を
策
定

9
月
　
両
消
防
を
統
合
す
る
た
め
の
組
合
規
約
の
変
更
等
に

つ
い
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
議
決
さ
れ
る

1
 
2
年
4
月
　
県
知
事
の
許
可
を
受
け
'
足
柄
消
防
組
合
と
し
て
発
足

)
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今月の行事

冶ji/J L会　5日(ik)､ 12日(A)､ 19日(A)

午後3時30分～4時

図書館子どもコーナーにて

休　館　　日　毎週月曜日､祝日(10日)

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時-4時

新着図書
一一一　一　般　書　■･-

｢ハンドメイドバッグ｣　　　　　　下田直子

｢ダライ･ラマ他者と共に生きる｣ダライ･ラマ14世

｢Q&A『日の丸･君が代』の基礎知識｣山部芳秀

｢200 CDオーケストラの秘密｣　　金子建志

｢突破力｣　　　　　　　　中坊公平･佐高信

｢ほっこりぽくぽく上方さんぼ｣

｢百鬼夜行陰｣

｢コーンウォールの嵐｣

｢ケニア｣

｢ロマンス-ようこそ!｣

｢ヒヨコの蝿叩き｣

｢沈まぬ太陽5｣

｢氷雪の殺人｣

【今月の1冊】
｢T.R.Y.｣　井上　尚登

革命という情熱にうなされる怪

男児が広大な大陸と海原を貫き
歴史の時を刻もうと疾走する｡

明治時代末期の中国･日本を舞

台に繰り広げられる､波乱万丈
読み応えある作品です｡

第19匝】横溝正史賞受賞作品

田辺聖子

京極夏彦
ピルチャー

ヘミングウェイ

岡本真夜

群ようこ

山崎豊子

内田康夫

一一一　児　童　書　■一一

｢あっぱれ!わかとの天福丸｣

｢すえっこメリーメリー｣

｢ぼくのお気に入り｣

｢中学生のマジメな大疑問｣

｢キューピーたちの小さなおはなし｣

｢ふるびたくま｣　　　　　　カー

｢森の絵本｣

【今月の1冊】
｢親子なぜなぜ教室｣水島英治

地球はなぜ丸いの?日本をジ

ャパンと呼ぶのはなぜ?など

宇宙から人体･食べ物･動植

物まで小学生からの素朴な2
67の疑問に科学技術館学芸　　W

員の著者がわかりやすく回答
します｡親子でぜひどうぞ!

小暮虎夫
ロビンソン

マザーズ

講談社編
オニール

ミッシェル

長田弘

*以上は､新着図書120冊の抜粋です｡

展示･予約は12日困､貸出は19日㈹から

受け付けます｡
IllllllllJllllllllIIIJJrlllLlllllllJlll)lLll■lllIllJlllllllllllll

広報　jEフf_E'

保健時間は受付時間▼

ポリオワクチン投与
1日(@･4日(月)

13:00-13:20

健康福祉センター
5日㈹
13:30-13:40

寄国保診療所
ポリオワクチン投与予備日(追加)

13日㈹

13:00-13:20

健康福祉センター
15日塩)

13:30-13:40

寄国保診療所
すくすく育児相談

5日(A)

9:30-10:30

健康福祉センター
19日(A)

9:30-10:30

宇津茂地域集会施設
3歳児健康診査
20日㈹

12:50-13:15

健康福祉センター
2歳児歯科健診
22日(A)

13:00-13:20

健康福祉センター
3-4か月児健康診査
27日㈹

12:50-13:15

健康福祉センター

∴∴+∴∴1∴∴::,.i''爺:jj+∴｣::白∴∴∴犬∴十 
++爪.ト丁:+∴十 ≡葦整≦宗武芸賢はSRj蔓瀧郡新浮環溺義纂<粉遜器機V,^妻.諾nr,識琵∧ 

日 仂g�)洩ﾂ�電話 

1-4 儻ｨ��$ｨｬxﾔ��89.2528 

5-ll �ｹTﾘ夊ⅹ5��83.0100 

12-18 刎�鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82.0609 

19-25 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82.4991 

26-ll/1 亳Hﾄi�(ﾔ洩�5��34.2511 

2-8 亶���$ｨｬxﾔ��89.2528 

平成11年10月1日

戸籍の窓lB
8月16日から9月15日まで

受け付けた方(敬称省略)

お誕生おめでとう

ゆうき

三ケ田勇　樹　　誠　　沢　尻

たくみ

田代　卓　巳　　修　13　区

みさ

竹内　美　沙　裕　治　町　屋

めい

福田　芽　生　鉄　平　弥勘寺

さやか

影山　紗　香　昌　彦　仲町屋

れいな

荻原　玲　那　　誠　　町　屋

お悔やみ申し上げます

氏､名　､年齢､､地　区

すすむ

中村　　益　　84歳　7　区

いわお

香川　岩　夫　73歳　中　丸

たけし

熊揮　猛　　90歳　弥勘寺

きよし

佐藤　　清　　72歳　弥勘寺

大木　イ　チ　91歳　河　内

りょうぞう

田村　良　三　88歳　8　区

相談時間は受付時間Ej

法　律

5日㈹

9:30-ll:00

町民文化センター
心配ごと
5日㈹
10:00-12:00

健康福祉センター
15日睦)

10:00-12:00

町民文化センター
26日㈹

10:00-12:00

あしがら農協寄支店
人権･行政
15日㈲

10:00-12:00

町民文化センター

県市町村地震防炎対策緊急支援事業費補助金により備え
たリセカ-によるヘリコプターへの物資の搬送訓練

見
学
先
　
神
奈
川
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
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と
消
防
学
校

(
厚
木
市
下
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古
久
)

交
　
通
　
足
柄
上
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
往
復

参
加
費
　
無
料
　
*
各
自
昼
食
を
持
参
の
こ
と

定
　
員
　
2
0
名
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

問
合
せ
･
申
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
｢
見
て
学
ぶ
県
政
教
室
｣
と
､
住
所
'
氏

名
(
参
加
者
仝
貞
)
'
年
齢
'
電
話
番
号
を
明
記
し
て
1
0
月

1
8
日
ま
で
に
左
記
宛
て
お
申
し
込
み
-
だ
さ
い
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月
日
8
月
2
9
日
㈲

場
所
町
体
育
館
･
松
田
中
学
校

体
育
館

主
催
町
体
育
協
会

参
加
6
2
人

男
子
-
部

準
優
勝
鈴
木
浩
次
　
(
立
花
学
園
)

男
子
2
部

優
　
勝
小
長
谷
直
登
　
　
(
寄
中
)

準
優
勝
坂
久
保
仁
　
(
立
花
学
園
)

女
子
-
部

小
野
敏
枝

3
　
位
　
　
(
松
田
卓
球
ク
ラ
ブ
)

小
長
谷
美
景
　
　
(
寄
中
)

月
日
9
月
1
2
日
㈱

場
所
松
田
中
学
校
体
育
館

主
催
町
･
町
教
育
委
員
会

参
加
1
3
チ
ー
ム

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
富
岡
チ
ー
ム

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
や
ど
り
き
A
チ
ー
ム

パ
ワ
ー
ク
ラ
ス

優
　
勝
渋
谷
チ
ー
ム

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

長
岡
祐
子
　
　
(
寄
中
)

岡
部
い
づ
み
　
(
寄
中
)

夏
季
卓
球
大
会

女
子
2
部

準
優
勝
宮
城
香
美
　
　
(
寄
中
)

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

*
町
内
在
住
･
在
学
･
在
勤
の
方
の
み
掲
載
(
敬
称
省
略
)

9
月
1
日
付
け
人
事
異
動

▼
町
民
福
祉
課
主
査
=
石
井
友
子

(
庶
務
課
主
査
〓
　
)
内
は
前
職

見
て
学
ぶ
県
政
教
室

足
柄
上
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
で
は
'
次
の
と
お
り

見
て
学
ぶ
県
政
教
室
を
開
き
ま
す
｡

テ
ー
マ
　
｢
備
え
よ
常
に
　
火
災
　
震
災
　
防
災
体
制
｣

日
　
時
　
1
 
1
月
2
日
困
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3

平
成
9
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
松
田
山
ハ
ー
ブ
館
へ
の
入
館
者

が
'
9
月
8
日
に
2
0
万
人
を
超
え

ま
し
た
｡

2
0
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
'
小

田
原
市
楯
山
に
在
住
の
石
坂
1
男

さ
ん
静
子
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
｡

｢
眺
望
が
良
-
季
節
感
も
あ
る
の

で
'
車
で
何
度
も
来
て
い
ま
す
｡

今
日
は
孫
の
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
買
い
に
来
ま
し
た
｣

町
長
か
ら
入
館
証
明
書
な
ど
が

手
渡
さ
れ
'
ま
た
前
後
合
わ
せ
て

5
人
の
方
々
に
も
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
｡

各
自
主
防
炎
会
で
実
施
さ
れ
た
訓
練

写
真
は
町
屋
地
区
で
の
チ
エ
-
ン

ソ
-
取
扱
訓
練

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て

い
る
寄
中
学
校
で
は
'
今
年
還
暦

を
迎
え
た
昭
和
2
9
年
の
卒
業
生
を

招
き
'
9
月
4
日
に
交
流
会
｢
よ

う
こ
そ
母
校
に
｣
を
開
き
ま
し
た
｡

手
作
り
の
招
待
状
が
5
9
人
の
卒

業
生
に
送
ら
れ
､
県
内
各
地
か
ら

1
8
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
｡
全
員

で
｢
ふ
る
さ
と
｣
を
合
唱
し
た
後

5
つ
の
教
室
に
分
か
れ
'
昔
と
今

の
中
学
校
生
活
の
差
の
大
き
さ
に

話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
｡
最
後

に
'
当
時
は
な
か
っ
た
校
歌
を
在

校
生
が
歌
い
'
寄
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
寄
神
社
の
大
杉
と
校
舎
の
写

真
が
卒
業
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
｡

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

8
月
2
 
9
日
に
実
施
し
た
総
合
防

災
訓
練
に
は
､
中
央
会
場
と
な
っ

た
酒
匂
川
町
民
親
水
広
場
の
ほ
か
､

町
内
各
地
で
約
2
5
0
0
人
が
参

加
し
'
災
害
に
備
え
ま
し
た
｡
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松中ブラパン､県大会で優良賞受賞
7月27日に秦野市文化会館で開催された県吹奏楽コンクール西湘地区大

会において､松田中学校ブラスバンド部が金賞を受賞しました｡続く8月

10日に横須賀芸術劇場で開催された県大会では､見事優良賞に輝きました｡

37人の部員は毎朝の練習はもちろん､午後の2時間､土曜日の4時間J

また休日には3時間の練習を欠かしません｡その努力が報われ､昭和26

年に足柄上地区最初のブラスバンド部として誕生した同部の歴史に､輝か

しい足跡を残すことになりました｡

亀わが家の赤ちゃん亀

なおやりさ

北村直也くん(かなん沢)　　　　鹿田梨紗ちゃん(9区)

西平坤公園の催し
開園時間は午前9時から午後5時まで､今月の休園日は､ 4､ 25日です｡

ハーブ館工芸教室℡85.1177 

葛岩謬bqd◎汐-汐q'#野 
人気のミニコーンを使ったガーランドを作ります○色とりどりのコーンの 

可愛らしさが実りの秋にぴったりです○ 
日時毎週､火.木.土.日曜日10:00開始 

団体予約5名以上め場合は､上記以外でも受け付けます○ 
費用3,500円 

自然館℡82.7345 

日 况｢�催し物 倬隴B�

ll 佇��第3回ミニたんけんどんぐり拾い 涛｣3�ﾖﾆﾃ｣3��
(雨の場合は木の実のペンダント作り) 

･種の散り方実物と写真:野田啓司氏 

･"ピックイ-〝と鳴きながらサシバが渡り始めますo 

･樹木園では､ムラサキシキブやマユミの実が色づきましたo 

･24日(日)に地球との位置関係で木星が丸く見える現象､衝(しよう)が見 

られますo詳しくは自然館に掲示します○ 

子どもの館℡82.9869 

日 况｢�催､し物 倬隴B�入場 

9 �7��第73国たぐらが劇場さわやかコンサート ��3｣3��自由 

｢オカリナは風のひびき｣ 
5人のお母さんのグループ｢オカリナ ����

風歌｣の演奏 ��C｣3��

曲目:となりのトトロ､北の国から､コスモスほか 

23 �7��すすきみみずく作り ��3｣���申､入み 

～すすきの穂でかわいいみみずくを作る～ 

指導:小沢敬子さん 尼�こ妃ゝ 20.A 

材料費:100円 ��S｣���

9/5- ll/14 剌ｬ滞進作品展(日本研紙協会講師) ��3｣��ﾓ�S｣���齷u"�～折り紙で措く日本の四季～ 

二科展が開かれている上野公園に行った9月11日は､偶然にも上野駅の北の玄

関口18番ホームが廃止される日でした｡ 34年前､国鉄マンだった父が東海道新

幹線の開通にともない転勤することになり､新潟県から上越線に乗り上野駅を

経由して小田原に引っ越してきました｡以来18番ホームを利用することになり

思い出すのは夜行の急行列車で帰省する際に車内で買った､シャリっとして冷

たく甘酸っぱい冷凍みかん｡その生産者が小田原市内の業者であることに驚き

ました｡そのみかんの中には松田山のみかんも含まれていたことを最近知り､

またびっくり｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

町民支化センタ-自主事業

マスクプレイミュ-ジカルrブL/-メンの音楽隊j
子どものためのぬいぐるみ演劇

劇団飛行船
11月13日(土)

1回目11:00開場11:30開演

2回目14:00開場14:30開演 諒等堅-::_=
隅田　栓席自由圃　　EliEa

大人･子ども共1名分1,000円　　大人･子ども共1名分1,200円

親子ペアチケット2名分1,800円　　親子ペアチケット2名分2,000円

町制施行90周年事業･町民文化センター

美川憲一コンサート
トークと歌謡ショー

1月29日(土) 1回目13:30開場

14:00開演

2回目17:30開場

18:00開演

10月3日(日)9時闇日間全席指定

樹S席(1枚)　　　　　5,240円

S席ペアチケット(2枚) 9,480円

A席(1枚)　　　　　4,740円

A席ペアチケット(2枚) 8,480円

登撫s腐(1枚)　　　　　6,000円

A席(1枚)　　　　　5,500円

町民文化センタ一大ホール催し物　9月15｡現在℡83.7021

日 况｢�催し物 丶ｨ��入場料等 偃Xﾜ8�"�

19 �6ﾘ�ﾂ�第35回足柄上地区交通安全 柊ぐるみ推進大会 ��3｣3��入場自由 �*ﾈ�k�攣f胃�ﾏ�,ｩLr�-第11回足柄上地区高齢者交 通安全推進大会 劍xC�2��##��

22 仞��足柄上郡中学校 ��3｣3��入場自由 佛9(hｧxﾕｨｻ8支ﾊHｸh橙�

23 �7��文化活動兎表会 涛｣3���C�2��3ッ�

31 �?｢�町文化祭芸能発表 ���｣���入場自由 �*ﾉ�h･Xｧx�擺�xC�2粤s�#��

※内容､入場券等については､直接主催者へお問い合わせください｡

※主催者の都合により内容等が変更になる場合がありますのでご了承ください｡
※駐車場が少ないので､お車でのご来館はご遠慮ください｡
※今月の休館日は､ 4､ 11､ 18､ 25日の毎月曜日と10日です｡

●発行･編集　松EI)町総務部企画財政課　唇258-8585枚田町松田惣領2037番地℡83 ･ 1222
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尊
こ
の
広
謡
は
,
環
境
保
全
と
資
源
保
護
の
た
め
･
古
紙
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
″
用
警
使
用
し
て
い
ま
す
｡

5
歳
の
こ
ろ
か
ら
週
2
回
'
町

内
の
絵
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
｡

水
彩
画
か
ら
始
め
'
高
校
1
年
か

ら
油
絵
を
描
い
て
い
ま
す
｡

絵
を
措
-
時
､
特
に
テ
ー
マ
は

決
め
ま
せ
ん
｡
作
品
の
意
図
も
見

る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
ま
か
せ

て
い
ま
す
｡
特
に
意
識
し
て
い
な

い
の
で
す
が
､
ふ
く
ろ
う
と
女
性

が
登
場
し
ま
す
｡
作
品
の
題
名
は
､

理
由
も
な
-
世
界
各
地
の
地
名
を

1
 
9
歳
で
〓
科

先
ご
ろ
開
催
さ
れ
た
第
糾
回
二

科
展
に
お
い
て
'
山
崎
敦
司
さ
ん

(
5
区
)
が
今
回
の
絵
画
部
で
最
年

少
の
1
9
歳
で
入
選
し
ま
し
た
｡
都

内
の
建
築
設
計
の
専
門
学
校
に
通

い
な
が
ら
絵
の
勉
強
を
し
て
い
る

山
崎
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
｡

付
け
て
い
ま
す
が
'
題
名
と
作
品

が
一
致
し
な
-
な
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
｡
今
回
は
4
月
か
ら
8

月
ま
で
に
措
き
上
げ
た
5
作
品
を

応
募
L
t
そ
の
中
の
｢
モ
ン
ト
レ

ー
｣
と
い
う
作
品
が
入
選
と
な
り

ま
し
た
が
'
そ
の
絵
も
ど
れ
だ
っ

た
か
思
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

二
科
展
に
は
'
昨
年
初
め
て
応

募
し
ま
し
た
｡
自
信
が
あ
り
ま
し

た
が
落
選
'
大
シ
ョ
ッ
ク
で
絵
を
止

め
て
し
ま
お
う
と
思
い
ま
し
た
｡

そ
れ
だ
け
に
今
回
の
入
選
は
う
れ

し
か
っ
た
の
で
す
が
'
恥
ず
か
し

-
も
あ
り
ま
し
た
｡
上
野
の
美
術

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
入

選
作
晶
を
見
て
'
自
分
の
絵
が
潜

書
き
に
見
え
た
か
ら
で
す
｡
技
術

と
迫
力
の
点
で
'
大
き
な
差
が
あ

る
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
｡

二
科
展
特
選
の
経
験
が
あ
り
､

今
回
も
入
選
さ
れ
た
尊
敬
す
る
中

村
か
よ
子
先
生
の
下
で
さ
ら
に
努

力
し
て
'
自
分
が
表
現
す
る
も
の

を
感
じ
て
も
ら
え
る
絵
を
措
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡


